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● 北区

 Ｖ Ｌ Ｐ 活用のねらい
 学校と連絡が取りづらい児童・生徒、バーチャ

ル空間でコミュニケーションを取りたい児童・生徒
に他の人とつながる機会を設ける。

 対象生徒・児童
① 学校が推薦する不登校及び不登校傾向の児

童・生徒
② 利用を希望する不登校及び不登校傾向の児

童・生徒
③ 適応指導教室、校内別室、校外別室を利用す

る児童・生徒

 運営時間
 月曜～金曜 午前１ ０ 時～午後３ 時

 活用方法
 区で支援員を雇い、週に３ 回「ステラ☆タイム」

として、ゲームをして遊んだり、チャットでのおしゃべ
りを楽しむ時間を設定している。

【前期】
 校園長 会での周知
 区の支援員への研修の実施（ アバターでの入室

やチャットなど）
 ６ 月第一次募集（ アカウントの配布） ※推薦
 区の支援員との綿密な打ち合わせによる開始
 区の支援員が週３ 日、アバターで参加して利用

者とのやりとりを継続

【後期】
 10月第二次募集（ アカウントの配布） ※希望
 アカウント配布後、利用者がほとんどいない状況

が続いた。そのため、Ｖ Ｌ Ｐ 内の操作方法のポス
ターの工夫やイベント（ イラスト用ホワイトボードの
設置、都主催のレクリエーションの紹介)の開催な
ど利用を促す試みを行った。

 運用方法、支援員の活用等の今年度の振り返
り及び次年度の取組の検討を行った。

活動・取組み内容活用方針
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成果/好影響・次年度以降の方針

● 北区

成果/好影響

次年度以降の方針

 登校することが難しい状況にある児童・生徒に対
し、「学校とは異なるもう一つの選択肢」を提示で
きた。

 一部の児童・生徒においては、ステラへの参加を
きっかけに、他者との関わりや外部との接点をもつ
経験につながった。

 他の自治体の取組を参考に、様々なイベントを開催する。
 アカウント配布後の利用状況を確認する。
 他の事業と連携し、活動の幅を広げる。
 学校にアカウントを送付する際に操作説明書を添付し、印刷して渡してもらうよう依頼する。
 担任等が利用を勧めたい児童・生徒等に説明しやすくするために、操作説明書を学習用一人１ 台端末のド

ライブ（ 教職員共有フォルダ） に入れ、そのことを周知する。
 周知方法を学校経由だけでなく、ｔ ｅ ｔ ｏ ｒ ｕ 等を活用した保護者、児童・生徒双方への直接周知を行

う。

課題

 実際の利用状況を見ると、アカウントを付与され
たものの一度もログインしていない児童・生徒が多
数存在し、月ごとの利用者数は一桁にとどまって
いる。

 ログインした児童・生徒についても、継続的に利用
するケースは少なく、単発的な利用にとどまる傾向
が見られた。
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● 北区
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● 北区


